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『 素 敵 な 出 会 い を 楽 し む 』 

 

富士市青少年相談センター 所長 川口 壽彦 
 

なかなか、ゆっくりまとまった時間は取れませんが、いろいろな場所(景色)や人、ものなどとの

素敵な出会いを楽しんでいます。出会いと言っても、私にとっての素敵な出会いは、もちろん、今

はやりのいわゆる「マッチングアプリ」なるものではありません。私の場合は、本が好きなので、

多くの出会いは、『本との出会い』であり、そこから紡ぎ出される『ことば(文章)との出会い』を

楽しんでいます。時には、歌の歌詞であることもあります。当然、ご想像のとおり言うまでもなく、

今売れている歌ではなく、それこそひと昔もふた昔も前にはやった歌の歌詞に心ひかれたこともあ

ります。人との出会いで、その人からかけられた一言であったりすることもあります。おそらく誰

もがそのような経験やご自身の心に深くしみてくる感情をおもちになったことがあるのではない

でしょうか。 

私は、本を読むことが好きです。いろいろな作家の小説やエッセイ等々を読んでいますが、とり

わけ浅田次郎さんが好きなので、浅田次郎さんの著書を探して読んでいます。市内の書店だけでは

探せないことが多いので、大手通販サイトも利用して購入しています。読み漁っていると言っても

いいのかもしれません。自宅にある浅田次郎さんの著書を数えたら、単行本・文庫本(シリーズも

のも含めて)合わせて 82冊ありました。この数が多いのかどうかは分かりませんが、私個人として

は、たくさん読んできたなぁという印象があります。浅田次郎さんの著書を読んでいると、いつも

「えーっ！」となってしまって、少し前に戻って再び読み返したりしています。浅田次郎さんの著

書は、どの作品を読んでいても、いつも、悲しいのではなく、登場人物の機微に触れて涙が止まり

ません。私自身も、人に対してこうありたいと思わせてくれます。薄っぺらないい人になるのでは

なく、常に、人にはこういう寄り添い方をしていきたいものだと心を動かされています。そんな、

私の大好きな浅田次郎さんの著書から出会った素敵な言葉を紹介します。それは、『世の中に、初

めから与えられている結果なんてない。』という言葉があります。浅田次郎さん著『天国までの百

マイル』に出てきます。私たちは、何か新しいことを起こそうとしたり、これまでやってきたこと

を変えていこうとするときに、つい変化を恐れたり、どうせだめだろう…とか、できない理由を探

したり、うまくいかないことを人のせいにしたりしてしまいがちです。そんな時、私に勇気を与え

てくれる大切な言葉が、この『世の中に、初めから与えられている結果なんてない。』です。もち

ろん、自分だけが独りよがりで好き勝手にことを進めていってもうまくはいきません。常にチーム

を意識していることは言うまでもありません。私たちには、日々の生活の中で、たくさんの素敵な

出会いがあります。たとえ意識していなくても素敵な出会いに巡り合うこともあります。これらの、

私に与えてくれた、人と、ものと、本と、言葉などとの出会いのすべてが、私にとっての財産とな

っています。 

どうぞ、皆さんもそんな素敵な出会いを楽しんでみてはいかがですか。 
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◇◇◇ 富士市青少年指導委員会から ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

猫との付き合い 

大淵班 矢部 純一郎 

私は昭和１７年１０月１５日吉原市今泉田宿町に生を受け、現在に至っております。 
現在、居住する城山団地は、昭和３９年に開発された住宅団地で私が住まいを構えたのは昭和４５年、

地域全体はほぼ山林の状態でありました。ご近所さんはわが家を含め、４世帯のみで、建物が林に囲ま
れて見えない状況でした。年月を経て、昭和の末には 250 世帯、平成の末には 500 余世帯と急増し、大
淵地区では最大の自治会組織となっております。 

私が移転した当時は、狸・ハクビシン・コジュケイの親子など、よく見かけましたが、野良犬や野良
猫は滅多に見かけませんでした。平成に入るころには、住宅が増え、インフラも整備され、それに連れ
て野良猫が目に付くようになり、狸・ハクビシン等のような小型動物は減少したように思います。 

家の周りを１匹の黒猫が時々ですが姿を見せるようになったのが、この平成の初めのころ。物欲しそ
うな感じで家の方を見ていたので、エサを与えたのがこの黒猫との付き合いの始まりです。この黒猫に
「モドキ」という名前をつけて名付け親の娘が世話していました。狸に似た風貌でしたので、狸もどき
ということから「モドキ」と名付けたようです。 

ある日、「モドキ」が生後１か月くらいの仔猫たち３匹を連れてわが家の車庫の上に住みつきはじめ、
娘が仔猫たちとじゃれて喜んでいたので、無慈悲に捨てるということができずに、そのままエサを与え
続けることになりました。仔猫たちが、ある程度成長すると「モドキ」の姿を見掛けることが少なくな
り、ついにはその姿を見ることがなくなりました。 

半年・一年と時が過ぎると、３匹いた仔猫が１匹、黒猫だけが残ることになり、この猫を「クロ」と
名付け、飼い猫にすることにしました。この「クロ」は人懐っこく利口だったので、みんなに可愛がれ、
家族の一員のようになっていましたが、しばらくすると「モドキ」と同じように姿が見えなくなりまし
た。「クロ」を可愛がっていた娘は大層心配し、あちこち探しましたが行方がわかりません。それから
半月程経った頃、「いたぁ～！」と娘の大きい声がしたのでそちらに行ってみると、「クロ」がひょっこ
り戻っていました。しかしながら、仔猫を 4匹（キジトラ 2、白灰、白黒）も連れてきたのです。娘は
喜んでいましたが、世話する苦労を考えて、キジトラ 2 匹は近所の老夫婦に譲り、白灰と白黒の仔猫と
「クロ」の面倒を見ることで娘を納得させました。 

これ以上、仔猫が増えては困るので、市からの避妊助成金を利用して獣医さんに処置をしてもらいま
した。その「クロ」ですが、結局は仔猫たちが一人前になる頃、「モドキ」同様、家に戻らなくなって
しまいました。落ち込む娘のために白灰を“ナツ”、白黒を“チャッピー”と名付けて家猫にすること
にし、家で飼うためにゲージなどを購入して縁側で世話をすることにしましたが、野良猫の習性か日中
は外、朝夕のごはんに食べ、夜は家の中で過ごすという状況がつい最近まで続きました。 

猫たちの世話をしていた娘は、５～６年前より悪性の病魔に侵され、闘病生活を続けておりました。
医者からある程度の宣告を受けておりましたので、それなりの覚悟があったかとは思いますが、残念な
がらその病魔には勝てず他界することとなりました。小さな命に対してそれなりの造詣があったことと
思います。私たちには娘がしてきたような猫たちの世話は無理なので、食事だけの世話とし、車庫の上
の生活に戻ってもらうこととしました。 

今後、私たちがいつまで世話をしていけるかわかりませんが、最近の家猫について心配なことがあり
ます。ほとんどの家猫は去勢・避妊手術をしているものとは思いますので、昔のように野良猫が急激に
増えるようなことはないでしょうが、私たちの住む町内も老人世帯が増えており、犬や猫を飼っておら
れる方が結構いらっしゃるので、飼育放棄ということにならないかと心配になります。 

将来、大淵地区の県立富士見学園跡地に犬・猫の保護施設が開設されるとの情報があるようですが、
私としては少しでも早く開設されて、世話のできなくなった犬・猫が保護されるようになれば幸いかと
考えています。 

以上、戯言を申し上げました、悪しからず！ 
 

 

◇◇◇ 若者相談窓口「ココ☆カラ」 ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

令和４年度は、108 件の新規相談、1,172 件の継続相談、合計 1,280 件の相談活動を行いました。

新規相談の 108 件の内、年代別では、10 代後半が 58 件（54％）、20 代が 28 件（26％）でした。ま

た、内容別では、就労支援が 27 件（25％）、学業・進路が 27 件（25％）でした。相談者の状況別

では、不登校が 21 件（19％）、ひきこもりが 10件（9％）でした。また、居場所として「ココ☆カ

ラ」や教育プラザを利用した延べ人数は 2,903 人でした。 
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令和４年度利用者の状況 

 

小学生     ３２人 

中学生 １年生 ２２人 

    ２年生 ４９人 

    ３年生 ２３人 

 

合 計    １２６人 

◇◇◇ ステップスクール・ふじ通信 ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

夢中になれるもの 

青少年指導員 竹田 文美 

 

 2023 年３月に開催されたＷＢＣは日本中が盛り上がりました。野球にほとんど興味のなかった

私でさえテレビの試合中継を見たものです。今さらですが野球用語や試合中の駆け引きを知ること

ができ野球の奥深さを少しだけ知ることができた・・・気がします。やはりメジャーリーグで活躍

している大谷選手を中心に日本内外で活躍しているスター選手を一挙に見ることができるという

ミーハー心もあったことは事実です。サッカーのワールドカップの開催時期もそうでしたが、毎日

夜の試合中継が楽しみでワクワクしていました。若いころはいろいろなことに興味を持たず、自分

の好きなこと以外は目もくれずに生活していたのですが、年齢を重ねるごとにいろいろな世界を浅

く広く知ることが楽しみになっています。 

 ステップスクール・ふじを利用する児童・生徒も好きなアニメや声優やアイドルなどの話をして

くれることがあります。自分の好きなことを語る児童・生徒の表情はとても輝いていて、生き生き

としています。何歳になっても夢中になれることがあるというのは本当に幸せなことだと実感しま

す。日々の生活でうまくいかないことがあり悩んでいたとしても、夢中になれるものの存在が刺激

と元気を与えてくれます。 

何がきっかけで物事に興味を持つのかは自分でもわかりません。しかしアンテナを広く張り、柔

軟に物事を受け入れる姿勢は忘れないようにしたいものです。 

職員紹介 

所   長：川口 壽彦 
統 括 主 幹：鈴木 弘之 
主   査：芦澤 歩美 
主任相談員：田中 亘 
青少年相談員：磯野 和彦、関 美千代、松永正之 
〃  育成員：遠藤 勝秋 
〃  指導員：竹田 文美、山本 美佐枝 
〃 ｻﾎﾟｰﾄ員：佐野 倫子、佐々木 路子 

学校ｻﾎﾟｰﾄ支援員：武井 幸治、守谷 実 
業務補助員：松田 敏明 
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☆☆☆ 電話相談集計 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
 

「ほっとテレフォン・ふじ」受信状況(令和４年度) 
 
1. 総受信件数(令和４年４月から令和５年３月まで) 

◎ 受信件数（６６件）    業務日数（２４４日） 
 
2. 曜日別受信状況 

 月 火 水 木 金 計 

件 数 １２ １１ １４ １５ １４ ６６ 

日 数 ４７ ５０ ４９ ４７ ５１ ２４４ 
 
3. 時間帯別受信状況 

時間帯 ９ 時 10 時 11 時 12 時 13 時 14 時 15 時 16 時 時間外 計 

件 数 １ １１ ９ ４ ７ １５ １６ ３ ０ ６６ 
 
4. 通話時間別受信状況 

時 間 10 分以内 10～20 分 20～30 分 30 分以上 計 

件 数 ４９ １０ ４ ３ ６６ 
 
5. 学校，その他・男女別受信状況 

 小学 中学 高校 他の
学生 有職 無職 保護者 祖父母 一般 層不明 計 不明 

(無言) 

男 １ １ ３ １ ０ ０ １ ０ ０ １ ８ 
３５ 

女 １ ２ １ ０ ０ ０ １４ １ ４ ０ ２３ 

計 ２ ３ ４ １ ０ ０ １５ １ ４ １ ６６ 
 
6. 学校，その他・内容別受信状況 

 小学 中学 高校 
他の 
学生 

有職 無職 保護者 祖父母 一般 層不明 計 

Ａ学校生活 １ １ ０ ０ ０ ０ ８ ０ ０ ０ １０ 

Ｂ対人関係 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ２ 

Ｃ進路適性 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

Ｄ非社会的 ０ ０ １ ０ ０ ０ １ １ １ ０ ４ 

Ｅ心身発達 ０ １ ３ ０ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ７ 

Ｆ反社会的 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３５ ３５ 

Ｇそ の 他 ０ １ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ２ １ ７ 

計 ２ ３ ４ １ ０ ０ １５ １ ４ ３６ ６６ 
 ※Ｄ非社会的：不登校、Ｆ反社会的：無言 

7. メール相談（時間帯別受信状況） 

時
間
帯 

０
～
６
時 

６
～
８
時 

８
～

10
時 

10
～

12
時 

12
～

14
時 

14
～

16
時 

16
～

18
時 

18
～

20
時 

20
～

22
時 

22
～

24
時 

合

計 

件数 ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ３ 



- 5 - 
 

☆☆☆☆ 補導状況集計 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

令和４年度 青少年指導委員による補導状況（４月～３月） 

喫 煙

深 夜 徘 徊

不 良 交 友

怠 学 ・ 怠 業

暴 走 行 為

自 転 車 の 二 人 乗 り ・ 無 灯 火

シ ン ナ ー 等 薬 物 乱 用

ゲ ー ム セ ン タ ー 入 場

危 険 な 遊 び

帰 宅

合 計

声 掛 け ・ 注 意 ･ 指 導

マ ナ ー

そ の 他

家 庭 ・ 学 校 ・ 職 員 等 連 絡

警 察 ･ 派 出 所 等 連 絡

他 機 関 へ の 連 絡 ･ 通 報

飲 酒

そ

の

他

措

 

置

 

区

 

分

行

 

 

 

 

 

 

為

 

 

 

 

 

 

種

 

 

 

 

 

 

別

不

健

全

娯

楽

パ チ ン コ 店 入 場

そ の 他の 風俗 営業 入場

小学生 中学生 高校生
その他

の学生

無

職

少

年

有

職

少

年
行 為 ・ 区 分

学 職 別

合

計

学生・生徒

小計

3  3  3  

(3) (3) (3) 

2  2  2  

(1) (1) (1) 

4  1  1  6  5  

(1) (1) (1) 

6  6  6  

1  42  13  56  56  

(17) (1) (18) (18) 

29  14  4  47  47  

(10) (3) (13) (13) 

2  4  7  2  15  15  

(1) (2) (3) (3) 

11  36  67  20  1  135  134  

(2) (13) (22) (2) (39) (39) 

11  33  64  16  1  125  124  

(2) (10) (22) (2) (36) (36) 

3  3  6  6  

(3) (3) (3) 

4  4  4  

 

※( )は女子で内数 
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街頭補導日誌（要約） 令和５年２月～４月 

元 吉 原 班 ２月22日(水) 
東田子の浦駅駐輪場周辺、吉原駅北口、南口及び地下道の見回りを

行い、その後、富士と港の見える公園を巡回したが補導対象者による

問題行動はなかった。 

浮 島 班 ４月６日(木) 
まちづくりセンターで情報交換した後、浮島緑地公園を巡回した。

特に変わったことはなかった。駐在さんがいなくなってしまったこと

が残念でならない。 

須 津 班 ４月20日(木) 
マックスバリュ富士江尾店から公園・コンビニ・神社・寺院等をパ

トロール。江尾公園で高校生カップルに早く帰るように声掛けをし、

増川公園ではゴミの散乱がひどかったので回収作業をした。 

吉永第一班 ２月９日(木) 
吉永まちセンでミーティングをした後、西南ルートを巡回。小学校、

お寺・神社やコンビニ・岳南比奈駅などに寄ったが、若者の問題行動

はなかった。駐在さんは万引き対応中で情報交換できなかった。 

吉 永 北 班 ２月14日(火) 
まちづくりセンターにてミーティング後、公園・神社を中心にパト

ロール実施。帰宅途中の高校生が自転車を押して歩いていたので、気

をつけて帰るよう声を掛けた。その他、特に問題はなかった。 

原 田 班 ３月15日(水) 
まちづくりセンターに集合し、青少年指導委員会総会の報告等情報

交換を済ませてから青パトで巡回実施。学校帰りと思われる高校生と

すれ違ったが問題行動なし。 

富士見台班 ３月10日(金) 
まちセンに集合し、各町内にある公園を中心にコンビニ・大型店舗

等をパトロール。途中寄ったコンビニでは親子連れは見かけたが子ど

も達だけで行動している姿はなく、その他でも問題行動はなかった。 

神 戸 班 ４月21日(金) 
神戸公園から吉原北中学校の付近を歩いて巡回。人に会うことはな

かった。通学路を歩いてまわるより、車で広範囲に巡回する方が効果

的だと感じた。 

青 葉 台 班 ４月14日(金) 
情報交換の後、新東名トンネル、公園、広場、コンビニ等の巡回を

行った。ふれあい公園のベンチ周辺のゴミは片付いていた。コンビニ

前で高校生に気をつけて帰るよう声掛けをした。 

今 泉 班 ２月21日(火) 
まちセンで情報交換の後、青パトで大型店舗や公園などを中心に地

区全体を巡回したが、特に問題行動は発見できなった。 

吉 原 班 ２月23日(木) 
まちセン→食鮮館太陽→ザ･ビック→ジャトコ前駅町→山神社→本

町駅→本町通り→中央駅を巡回。本町駅に放置自転車が数台あり、無

灯火自転車で走る一般人を見掛けた。 

伝 法 班 ４月13日(木) 
伝法周辺の大通りと中央公園を見回った。人通りが少なかったので

補導対象者とすれ違うことなく、パトロールを終了した。 

広 見 班 ３月16日(木) 
まちづくりセンターに集合し、広見小教頭を交えて情報交換を行っ

た。その後、商店街を中心にパトロールしたが、子どもと会うことは

なかった。 

大 淵 班 ２月22日(水) 
交番には人がいなかったで、情報交換せずに通常補導箇所を巡回し

たが、特に変わった様子はなかった。 

丘 班 ４月19日(水) 
丘小学校周辺から、杏林堂薬局、スポーツ公園、神社、岳陽中学校

周辺を巡回したが、特に問題はなかった。 

鷹 岡 班 ２月16日(木) 
鷹岡まちセン→富士西公園→水道山公園→SL 入山瀬公園の順でパ

トロール。ウォーキングや犬の散歩の人たちとすれ違ったくらいで、

青少年等の問題行動はなかった。 

天 間 班 ４月20日(木) 
班員との情報交換の後、小学校・幼稚園・公園・神社・富士根駅周

辺を巡回したが問題なく終了。新学期を迎えて富士根駅の駐輪場には

多くの自転車が見られるようになった。 

岩 松 班 ３月10日(金) 
まちづくりセンターに集合し、ロビーで情報交換や連絡事項の確認

をしてパトロール開始。かりがね公園等を巡回したが補導対象者と会

うこともなく異常なし。 
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岩 松 北 班 ２月８日(水) 
車２台にて北方面と南方面に分かれ、地区全体を巡回。北は岩本山

公園や湯沢平団地、南は実相寺や四ツ谷公園などを中心に巡回したが

子どもたちに会うことはなく、特に異常はなかった。 

富士第一班 ３月９日(木) 
まちづくりセンターに集合して情報交換後、巡回実施。少し気温が

上がり始め手袋をすることなくパトローできた。青葉通り方面を歩い

て見回ったが、声掛け対象者は見かけなかった。 

富 士 北 班 ４月７日(金) 
まちづくりセンターに集合し、情報交換。富士第一班と合同でパト

ロールを実施した。雨模様だったため、車で青葉通り方面を見回った

が補導対象者は見当たらなかった。 

富士駅南班 ３月10日(金) 
富士第二小、駅南商店会等を巡回したが問題行動なし。小学校の桜

が倒木の可能性があるため伐採され、商店会の街灯は老朽化より維持

管理が難しいとのことで撤去されていた。 

富 士 南 班 ２月24日(金) 
まちづくりセンターに集合し、小中学校の校庭内や子どもクラブ・

幼稚園周辺、神社、新幹線側道等を巡回したが、特に問題なし。 

田 子 浦 班 ４月13日(木) 
まちづくりセンターに集合し、措置会議の報告と情報交換を行っ

た。田子浦小校長から電話が入り、新年度の情報交換の日程確認をし

た。その後、青パトで地区内を巡回したが、特に異常なし。 

松 野 班 ２月17日(金) 
いつもとルートを変えてウェルシア、セリア、セブンイレブン方面

を巡回。成人の客は多かったが補導対象者は見受けられなかった。巡

回終わりに無灯火自転車の若者を呼び止めその場でつけてもらった。 

女性第一班 ２月18日(土) 
ふじさんめっせはイベントがある日で混んでいた。家族連れが多

く、子どもだけの来場者はなし。With コロナでこのようなイベントが

徐々に増えると良いなと思った。 

女性第二班 ４月15日(土) 
ＭＥＧＡドン・キホーテ吉原店及び西友今泉店の見回りを実施。どち

らも駐車場は満車。ドンキは食品売り場やゲームコーナーは人が少な

かった。西友今泉店等も巡回したが、問題行動なし。 

女性第三班 ３月25日(土) 
浅間神社、ＳＬ公園、入山瀬駅周辺の巡回を実施。神社の桜がほこ

ろび始めていたが小雨のため子どもたちの姿はなかった。ＳＬ公園で

は計器類の盗難があったとのこと。駅駐輪場に警告自転車３台あり。 

学 校 

サ ポ ー ト 
２月22日(水) 

市内７つの中学校周辺見回りを行い、そのうち 1 校で生徒指導担当

教諭及び保健室養護教諭と情報交換を行うとともに、校内巡回をし

た。 

 

 

６月～８月の行事予定  

 ２(金) 
富士市青少年相談センター 

運営協議会 
 ３(月) 補導措置会議  ７(月) 補導措置会議 

  臨床心理士来所相談  ４(火) 臨床心理士来所相談18(火)27(火)  ８(火) 臨床心理士来所相談 

 ５(月) 補導措置会議  ８(土) 家族会  12(土) 家族会 

６ 10(土) 家族会 ７  フォローアップミーティング ８  フォローアップミーティング 

  フォローアップミーティング   若者サポーター養成講座  19(土) 合同相談会 

  吉原祇園祭祭典補導～11(日)  11(火) 不登校対策連絡会  22(火) 薬物乱用対策相談員研修会 

月 13(火) 臨床心理士来所相談 月 13(木) 体験学習（カレーづくり） 月 30(水) 臨床心理士来所相談 

 20(火) 臨床心理士来所相談  14(金) 県内一斉立入調査    

     県内一斉夏季少年補導    

    20(木) 青少年対策連絡会    

    23(日) 富士まつり中央補導    

    28(金) 保護者教室    
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～青少年相談センターはこんな仕事をしています～ 
 

１ 青少年相談事業 

面談・相談  

○ 学校生活や進路に関すること 

○ 不登校に関すること 

○ いじめや友人関係に関すること 

○ 養育や生活態度・性格に関すること 

○ 非行や性の悩みに関すること 

○ その他青少年に関すること 

【受付時間】９：００～１６：３０ 

       （土日祝・年末年始を除く） 

  事前に相談センターに申し込んでください。 

 

電話相談 

学校生活や友人関係、進路、非行や不登校等、 

青少年に関する電話相談やメール相談 

  「ほっとテレフォン・ふじ」 

９：３０～１６：３０（土日祝・年末年始を除く） 

電話 0545(51)3741 またはメールで 

e-mail：ky-soudan@div.city.fuji.shizuoka.jp 

 

ほっとデジタル相談・ふじ（令和５年２月１日開始） 

小中学校の全児童生徒に配付しているタブレ

ットを利用した相談ツールで時間と場所を気

にせず、困りごとなどを相談できます。 

 

「ステップスクール・ふじ」 

不登校児童生徒に時間と場所を提供し、一人

一人に応じた支援を進める中で、児童生徒が

自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立

していくことを目指します。 

【利用時間】８：００～１８：００ 

○ 自律性と社会性を育てるために 

・創作活動  ・自主学習 など 

○ 人間性を育てるために 

・ゲーム ・スポーツ ・調理実習 など 

 

臨床心理士来所相談      

月２～３回臨床心理士の先生に、子育てや発

達についての悩みを相談することができます。  

予約制ですので、日程及び申し込みについて

は、青少年相談センターまでお問合せください。 
 

保護者教室 

お子さんが学校に行くことができずにいる

保護者さんが集まって、悩みや不安を共有した

り、情報交換をしたりする会です。不登校の家

族の会の方の経験談も聞くことができます。 

日程につきましては、青少年相談センターま

でお問合せください。 

 

２ 青少年非行防止事業 

○ 青少年指導委員会 

○ 青少年健全育成活動 

○ 環境浄化活動 

 

３ 子ども・若者育成支援事業 

富士市若者相談窓口「ココ☆カラ」 

概ね中学校卒業から３９歳までの、ニート、

ひきこもり、不登校など社会生活に困難を抱え

る若者とそのご家族の支援を行っています。 

【受付時間】９：００～１７：００（火～土曜日） 

(祝日・年末年始を除く) 

住所 富士市八代町 1 番 1 号 

富士市教育プラザ内 

電話 0545(55)0562 

e-mail：f-wakamono@chive.ocn.ne.jp 

 

富士市青少年相談センター 

住所 富士市八代町 1 番 1 号 

富士市教育プラザ内 

電話 0545(52)4152 

FAX  0545(52)3737 

e-mail：ky-soudan@div.city.fuji.shizuoka.jp 
 

●富士警察署北側 

●岳南電車ジヤトコ前駅より徒歩２分 

mailto:ky-soudan@div.city.fuji.shizuoka.jp
mailto:f-wakamono@chive.ocn.ne.jp
mailto:ky-soudan@div.city.fuji.shizuoka.jp

